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観測のキーポイント

存 ビ 点既存のアクティビティとその問題点

今後の展望今後の展望



温暖化に関係した生態系観測の
ポキーポイント

陸域生態系の炭素循環とそのメカニズム

グロ バルな貢献度の推定グローバルな貢献度の推定

大気との相互作用→正確な予測大気 相互作用 確な予測

ＣＯ２削減の方策（ＣＤＭなど）

温暖化が生態系に与える影響温暖化が生態系に与える影響

生態系の機能とサービス生態系の機能とサ ビス

生物多様性

暖 響緩 適温暖化の影響緩和・適応



既存の生態系観測アクティビティ系観
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モニタリング
サイト 1000

環境省の事業環境省の事業

森林、里山など１０００箇

所 生態系 タ グ所での生態系モニタリング

 森林サイトでは林分成森林サイ 林分成

長、リター、土壌動物など

のモニタリング、ＪａＬＴＥＲ

が協力

2002年度から2002年度から



森林資源モニタリング森 資

林野庁の事業（１９９９年度～）

全国を4ｋｍメッシュでカバー

0 1h で成長量 林床植物 植物相など0,1haで成長量、林床植物、植物相など
を５年ごとに測定

人工林、二次林などを含む

国有林では林野庁 民有林では都道府国有林では林野庁、民有林では都道府
県が調査



保護林モニタリング護

林野庁の事業（ ２００７年度から）

有林 保護林 設置 森林施業計国有林の保護林に設置、森林施業計画
の策定（５年ごと）に連動してモニタリング

基本的には森林資源モニタリングの手
法に準拠 そのほかに保護林の指定理由法に準拠、そのほかに保護林の指定理由
に応じて調査項目が設定されている

各森林管理局が調査



JaLTER Sites（November 2006）

森林
Core Sub-core

森林

草地

 ２００６年８月にＩＬＴＥＲ加
盟

水界 大学演習林、野外研究
教育施設、国立研究機関
の試験地 調査地を含むの試験地、調査地を含む

 個々のサイト独自の観
測項目

すでに長期の観測データ
が存在するサイトも多い

組織的には安定している組織的には安定している
が、観測サポートは弱い



• 生物多様性の国際共同研究プログラム

• ３（４）つのコアプロジェクト• ３（４）つのコアプロジェクト

生物多様性の発見 モニタリング変化予測– 生物多様性の発見、モニタリング変化予測

GEOSSと協同した生物多様性観測を計画中

– 生物多様性のもつ生態系機能、生態系サービス

– 生物多様性の持続的利用、保全

http://www.diversitas-international.org/



IBOY International Biodiversity 
Ob ti Y 2001 2002Observation Year 2001-2002

国際生物多様性観測年

太 洋 ジ 地域• 西太平洋アジア地域

• 生物多様性と生態系機生物多様性と生態系機
能に注目

• 手法の統一• 手法の統

• 森林、淡水、沿岸生態系

続• 継続性に問題



PlotNet

森林研究者のボトムアップネットワーク、森林樹木の定期的観測
長いモニタリング歴をもつサイトも多い
データベース整備中



生態系観測の問題点

継続性

環境省 林野庁の事業以外は観測継続のサポ トが弱い環境省、林野庁の事業以外は観測継続のサポートが弱い

データベース

構築中、あるいは未整備で、サポートが弱い構築中、あるいは未整備で、サポ トが弱い

他の観測との整合性

フラックス観測などと比較検証できるサイトが少ない

観測の自動化、同期化、即時性に問題

空間スケール

メカニズム解明 モデル化メカニズム解明・モデル化

予測精度向上やモデル改良に必要なデータを観測できるサイトは継続性
が弱い

温暖化の影響予測

生物多様性や生態系機能とむすびついた観測が行われているサイトが少
なく 継続性が弱いなく、継続性が弱い

影響や生物多様性に関する観測項目が標準化されていない





NEON
• アメリカ合衆国内の観測研究プラットフォーム

• 地圏、水圏、気圏との大規模なプロセス

• 生態的システムの予測性を高めて社会に貢献生態的システムの予測性を高めて社会に貢献

• 最新のセンサー、実験、サイバーインフラストラ

結クチャーの結合

• 大規模な予算大規模な予算

• 観測分野：

生物多様性 生物地球化学 ク 気候変化生物多様性、生物地球化学サイクル、気候変化、

水文生態、感染症、侵入種、土地利用

http://www.archbold-station.org/abs/neon/index.html



NEON Instrumentation NEON Instrumentation 
and Embedded 

C b i f t tCyberinfrastructure

Deborah Estrinebo a st

Materials contributed by:
NEON (SSN Working Group  NPO)  NEON (SSN Working Group, NPO), 
CENS faculty, students, staff

5/10/05



サイバーインフラストラクチャーの概要





クレーンサイト４ha毎木調査GIS



プラットフォーム

としての林冠ク
レーンレ ン

• 高さ80ｍ（世界最高）

• アームの長さ75ｍ

• ゴンドラに乗って3次元的に林冠
にアクセス

• 2000年3月完成2000年3月完成



葉群の３次元分布

Yoshimura et al. unpublished



LAI 樹冠内高さの違いとPAR変化LAI, 樹冠内高さの違いとPAR変化
鉛直プロファイル計測4箇所のデータを使用

Relations w ith Relative PAR and LAI
4samples
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Ichie et al. unpublished



Biodiversity assessment of forest use

Table 1.  Target arthropods for biodiversity monitoring, with their feeding habits and sampling techniques

y
(Abukuma)

g p y g, g p g q
adopted

target feeding habit (main resource utilized)
sampling/census
technique*

true bugs phytophagous (plant sap) MT
stag beetles xylophagous (rotten wood) MT
ground beetles zoophagous (small soil animals) PT
ambrosia and bark beetles xylophagous or fungivorous (wood or associated fungi) AT
leaf beetles phytophagous (plant leaf) MT
longicorn beetles phytophagous (dead or live wood) MT, AT

butterflies phytophagous (plant leaf) LC
nocturnal moths phytophagous (plant leaf) LT

solitary hunting wasps zoophagous (insects or spiders) MT, NT
lit b h t h ( ll d t ) MT NTsolitary bees phytophagous (pollen and nectar) MT, NT

ants omnivorous BT, LS, PT
social wasps zoophagous (insects or spiders) JT

brachyceran dipterons various MT

soil oribatid mites detritivorous (various organic particles) SS
fungivorous acarid mites fungivorous (fungal fruit bodies) MS
AT: attractant (etanol) trap; BT: bait trap;  JT: juice trap; LC: line transect census;
LT: light trap; MT: Malaise trap; SS: soil sampling; MS: mushroom sampling; PT: pitfall trap
WT: wind trap with attractantWT: wind trap with attractant

牧野, 未発表



Differences in response to forest use 
among taxonomic groupsamong taxonomic groups

1, butterflies; 
2, tube-renting bees and 
wasps and longicorn beetles;wasps, and longicorn beetles; 
3, hoverflies and fruit flies; 
4, mites associated with 
mushrooms; 
5, oribatid mites and 
collembola; 
6, moths; 
7, carabid beetles and ants; 
8 forest floor plants;8, forest floor plants; 
9, tree layer plants (d.b.h. 
>5cm).

Makino et al. unpubl.



森林の変化と生物多様性の変化

1962 1997 森林（土地）利用の変化

Grassland

Young secondary forest （H<15m）

Old secondary forest （H>15m）

Chryptmeria and Chamaecyparis forestyp yp

Pine forest

Other coniferous forest

Other land use （residential area, farmland ）

林床植物の多様性
の変化の変化

Miyamoto et al., unpubl.
Small                 Large



生態系機能・サービスの変化
ハナバチの多様度指数log(1/D)

1962 1997

小 大

Miyamoto et al., unpubl.



生態系観測の展望

継続性のサポートを強める

データベース、相互互換性の整備を急ぐ

精度検証 メカニズム解明 モデル化精度検証、メカニズム解明、モデル化

温暖化に関する総合的観測サイトを複数（できれば、
代表的な生態系ごとに）構築する代表的な生態系ごとに）構築する

生態系観測の自動化、同期化、即時性を高める

温暖化の影響予測

生物多様性や生態系機能、サービスとむすびつい物多様 系機能 す
た観測体制を整備する

生態系機能・サービスの広域的評価方法の開発生態系機能 サ ビスの広域的評価方法の開発




